府中刑務所参観報告 by 渡邊 一弘
Ⅰ. はじめに
2016 年 2 月 25 日 (木) から 26 日 (金)
にかけて東京都府中市において開催された
法学研究所合宿にあわせ､ 法学研究所によ
る研究活動の一環として､ 26 日の 10 時 30
分より､ 所員 8名により同市にある府中刑
務所の施設参観を実施した｡
施設参観においては､ まず刑務所事務棟
内の会議室において､ 刑務官により府中刑務所の概要や歴史について説明を受けたのち､
収容区域内において､ 受刑者の居室や作業を行う工場､ 自動車整備工場､ 体育館､ 運動場､
釈放前処遇寮などを見学し､ その後再び会議室にて刑務官に対する質疑応答の時間が設け
られた｡
Ⅱ. 府中刑務所の概要
1.施設の概要
府中刑務所は､ 東京都府中市に所在する男性受刑者を収容する刑務所であり､ 敷地面積
26 万 2058m2､ 収容定員約 2,842 人という日本最大の刑務所である｡ 法務省の統計によれ
ば､ 2016 年 7 月末時点での収容人員は 2,015 人である2)｡
刑務所における矯正処遇は､ 個々の受刑者の資質及び環境に応じて適切な内容と方法で
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1 ) 本稿に掲載する写真については､ 法務省ホームページから引用した(htp://www.moj.go.
jp/KYOUSEI/KEIMUSAGYO/sagyo/sisetu_image_fuchu.html) ｡
2 ) 法務省の統計による｡ htp://www.e-stat.go.jp/SG1/estat/List.do?lid=000001158225
実施しなければならないという ｢個別処遇の原則｣ に基づき実施されるが､ 刑事収容施設
及び被収容者等の処遇に関する法律においては､ 刑事施設において受刑者に対する処遇の
個別化を実現するため､ 受刑者一人一人について科学的な調査を行い､ 共通の特性及び教
育上の必要性を有する者ごとに集団を編成し､ それぞれの集団に最も適切な処遇を行うと
いう形で､ 受刑者に対する個別処遇が実践されている｡
こうした集団編成による個別処遇を実施するにあたり､ 刑事施設では､ 刑の執行開始時
に処遇調査を行い､ その結果を踏まえ､ 受刑者に ｢処遇指標｣ を指定する｡ 処遇指標とは､
受刑者に対する矯正処遇を行うにあたり､ 処遇が適切に実施できるよう､ 受刑者の特性や
適性に応じて収監先の刑務所や､ 収監後の処遇方針を定めるためのものであるが､ 府中刑
務所については､ 処遇指標としてB指標 (犯罪傾向が進んでいる者)､ LB指標 (犯罪的傾向
が進んでいる者で執行すべき刑期が 10 年以上である者)､ F指標 (日本人と異なる処遇を必要と
する外国人)､ M指標 (精神上の疾病又は障害を有するため医療を主として行う刑事施設等に収
容する必要があると認められる者)､ P指標 (上の疾病又は障害を有するため医療を主として行
う刑事施設等に収容する必要があると認められる者) などの受刑者の矯正処遇を行う刑務所
と指定されている｡ 2015 年度の矯正統計年報によれば､ 同年末に府中刑務所に収容され
ていた受刑者 1,964 人の属性および犯罪傾向の進度別の構成については､ B指標の受刑者
が 1,566 人､ LB指標が 10 人､ FA指標 (日本人と異なる処遇を必要とする外国人受刑者で犯
罪的傾向が進んでいない者) が 322 人､ FB指標 (日本人と異なる処遇を必要とする外国人受
刑者で犯罪的傾向が進んでいる者) が 49 人という状況であり､ このほか人員数は少ないが､
M指標 (精神上の疾病又は障害を有するため医療を主として行う刑事施設等に収容する必要が
あると認められる者)､ P指標 (上の疾病又は障害を有するため医療を主として行う刑事施設等
に収容する必要があると認められる者) の受刑者も収容されているという状況である｡
2.府中刑務所での処遇
懲役刑受刑者には､ 作業が義務付けられているが､ 府中刑務所では､ 作業を行うための
工場として､ 木工､ 印刷､ 金属加工､ 皮工などの工場が設けられている｡ また､ 刑務所で
は､ 受刑者に職業に関する免許や資格を取得させ､ 又は職業上有用な知識や技能を習得さ
せるために職業訓練を実施しているが､ 府中刑務所においては､ 作業における職業訓練と
して自動車整備科が設けられており､ これが同刑務所の矯正処遇の特徴の一つとなってい
る｡
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府中刑務所の自動車整備科については､
受刑者が出所後に就労を確保するに際して
有利となるように､ 被収容者の技能訓練と
資格取得を目的として設置されたものであ
り､ ここでは､ 3 級自動車ガソリン整備士
および 3級自動車シャシ整備士の訓練のほ
か､ 2 級ガソリン自動車整備士資格取得に
向けた職業訓練が実施されている｡
府中刑務所には､ 車検も行える民間車検
場との位置づけで ｢晴見自動車整備工場｣ という名称の工場が設置されている｡ この名称
については､ 民間からの車検を引き受ける都合上､ 刑務所の名称は前面に出さずに､ 所在
地である府中市晴見町の名称を掲げているとのことである｡ この整備工場は､ 国土交通大
臣が指定する自動車整備士の養成施設と位置付けられており､ この工場に勤務しながら講
習を受けることにより､ 養成施設の過程を終了した者は､ 終了した種類の技能検定の実技
が免除されることとなっている3)｡
3.外国人受刑者の処遇
2015 年度の矯正統計年報によれば､ 同年末において府中刑務所には 449 名の外国人受
刑者が収容されており､ 受刑者の国籍は､ 中国が 98 人､ 韓国・朝鮮が 50 人､ メキシコが
44 人､ イランが 28 人､ アメリカ合衆国が 27 人などである4)｡ 現在､ 府中刑務所では､ 収
容者の 2割ほどが外国人受刑者となっているが､ 外国人受刑者には､ 日本語を十分に理解
できない者も少なくないほか､ 文化や生活習慣等の違いに応じた配慮も求められ､ コミュ
ニケーションを図り､ 受刑者として処遇を受けるに当たって必要な事項や権利等を理解し
たうえで処遇に臨めるよう､ 様々な方策が求められている｡ こうした状況を受け､ 府中刑
務所には､ 国際対策室が設置され､ 外部協力者による対応も含め 30 近くの言語に対応で
きる体制が組まれている5)｡
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府中刑務所内の自動車整備工場
3 ) 府中刑務所における自動車整備科での処遇の概要については､ 伊藤泰道 ｢府中刑務所に
おける職業訓練 (自動車整備科) の概要について｣ 刑政第 125 巻 8号 (2014) 24 頁以下参照｡
4 ) 2015 年度矯正統計年報による｡
htp://www.e-stat.go.jp/SG1/estat/List.do?lid=000001155287
４．暴力団関係受刑者の処遇
B指標の受刑者を収容する府中刑務所では､ 暴力団関係者が受刑者に占める割合が多く､
日本人受刑者における暴力団関係者の占める割合は､ 常時 40％を超える状態が継続して
おり､ 組長や幹部も多数収容されている6)｡ こうした状況を受け､ 府中刑務所では､ 暴力
団関係受刑者間の抗争や他の受刑者への威圧・脅迫､ そして更生意欲に乏しい受刑者によ
る職員への反抗などに対する対応が特に求められている｡
府中刑務所では､ 暴力団関係受刑者に対する処遇として､ 暴力団加入者に対して重点的
な指導を展開することで暴力団からの離脱を促し､ 犯罪被害者を減少させていくという取
り組みが実施されている｡ 具体的には､ 暴力団離脱指導が必要であり､ かつ離脱指導の受
講を希望する受刑者に対し､ 1 クール 3か月間に計 6回の講義を設定する ｢暴力団離脱指
導｣ が実施されているほか､ 暴力団からの離脱の意思を有する受刑者に対して､ 警察機関
等の外部機関との連絡協調体制を維持しながら､ 離脱のために必要な援護措置を行うこと
により､ 健全かつ円滑な社会復帰を推進することを目的とした ｢暴力団離脱援護措置｣ が
実施されている｡
Ⅲ. 参観を終えて
今回の参観では､ 合宿の日程にあわせ､ 本来は参観受付を行っていない曜日に無理にお
願いして参観を実施させていただいたこともあり､ あいにく参観日は刑務所内工場の稼働
日ではなく､ 工場での受刑者の作業状況を見学することはできなかった｡ しかし､ 参観に
参加した所員からは､ 普段目にすることのない刑務所内部の生活に強い関心を抱いたとの
感想が示されたほか､ 外国人受刑者の増加や高齢受刑者の増加などという刑務所の状況に
ついての説明を受け､ 改めて現代社会に生じている社会問題を認識するとともに､ 本来は
社会のなかで福祉制度などが対応すべき生活困難者への社会的な対応が遅れ､ 高齢者や外
国人などが陥っている社会不適応状態が犯罪という形で外的に発露し､ 結局刑務所が社会
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5 ) 府中刑務所における外国人受刑者の処遇の状況については､ 田中秀樹 ｢府中刑務所にお
ける外国人受刑者処遇の現状及び課題｣ 罪と罰第 42 巻 3 号 (2005) 30 頁以下､ 矢澤正次・
野村尚子 ｢実践レポート 府中刑務所における外国人受刑者処遇とその実情について-処遇の
現場から｣ 刑政第 117 巻 8 号 (2006) 30 頁以下､ 法務省法務総合研究所編 『平成 25 年度版
犯罪白書』 313 頁以下参照｡
6 ) 府中刑務所における暴力団関係受刑者の処遇状況について､ 藤島清 ｢暴力団離脱指導
府中刑務所の実践を通して｣ 刑政第 120 巻 6 号 (2009) 27 頁以下｡
問題の最後の受け皿として機能せざるを得なくなっている状況について､ 強い問題意識が
示された｡
犯罪や非行は､ 個人の行動であるとともに､ 社会に存在する様々な事実の関係性をふま
えて理解すべき社会問題でもある｡ 社会に存在する問題への対応の遅れや不十分さが､ 現
実の社会において犯罪という形で発露していると考えれば､ 刑務所に入所している受刑者
の状況を知ることにより､ 現代社会に存在する社会の病理を確認しうるとともに､ 受刑者
に対する処遇の内容や再犯防止効果を検討することは､ 我が国の今後の社会の在り方を再
検討する契機ともなるであろう｡ 今回の施設参観は､ 法学に関する研究を通じ､ 社会の問
題を解決に取り組む法学研究所の研究活動として､ きわめて有意義なものであった思われ
る｡
また､ 2009 年 5 月の裁判員制度の施行以降､ 一般市民も裁判員として､ 対象事件の刑
事裁判に参加し､ 裁判官とともに事実認定と量刑判断に取り組むこととなっているが､ 裁
判員制度については法学部生の多くが強い関心を抱いており､ 法学教育における重要な関
心事となっている｡
裁判員経験者からは､ 量刑判断に際し､ 適切な刑の重さを判断できないなどとの意見も
示されている｡ こうした裁判員経験者の声を受け､ 少年審判で実践されている科学的な調
査をふまえた要保護性の理解および処分適性判断をふまえた処分選択というような方法を
刑事裁判においても実践するべきであるとして､ 判決前調査制度導入の提言も示されてい
る｡ 有罪判決の先にある刑務所での処遇を受ける受刑者の実態や刑務所で実施されている
処遇の実際を知らずして､ 有効に機能する刑罰の在り方など検討しえないのであり､ こう
した知識をふまえてこそ､ 刑事裁判においても有意義な量刑判断を検討しうるものと思わ
れる｡ 裁判員制度に関心をもち､ 裁判員としての適切な量刑判断の在り方を模索している
多くの法学部生に対して指導を行う法学部教員にとって､ 量刑判断の先にある犯罪者処遇
の実態を触れられた今回の刑務所参観は､ 極めて意義のある活動であってと思われる｡
なお､ 参観終了後､ 府中刑務所の施設外に設置されている刑務作業により制作された作
品の展示・販売を行う常設展示場の参観も行った｡ 刑務所作業製品については､ 品質が高
く､ また文具､ アウトドア用品､ 食品などと製品のバラエティーも豊富でありながら､ 安
価な価格設定とされていることから人気が高いのであるが､ 参観した所員も興味深く刑務
所作業製品をながめ､ 製品を購入している所員も見られた｡ 刑務所作業製品については､
専修大学神田校舎に近い､ 千代田区九段下の科学技術館において毎年開催される全国矯正
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展においても展示・販売されている｡ 全国矯正展については､ 刑務所作業製品の展示・販
売のみならず､ 刑務所で実施されている受刑者の社会復帰のための取り組みについての広
報活動が行われている｡ 本年 6 月に開催された第 57 回全国矯正展には､ 筆者もゼミ生と
ともに足を運んでみたが､ 参加したゼミ生は皆､ 刑務所作業製品の品質の高さに驚きを示
し､ 刑務所での作業への関心を高めていた｡ このような活動も､ 学生が犯罪者の処遇と社
会復帰をめぐる問題を認識し､ 今後の社会の在り方を考える良い機会となるものと思われ
る｡ 全国矯正展については､ 有り難いことに神田校舎のすぐ近くで開催されることもあり､
法学研究所所員の方々にも､ 是非とも一度､ 学生を引率し､ 足を運んでみていただきたい｡
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